
令和８年度第１回青森県医療的ケア児支援体制検討部会

令 和 8 年 9 月 1 0 日
青森県小児在宅支援センター

令和８年度青森県小児在宅支援センターの

取組状況等について

資料２－１



１ 青森県小児在宅支援センター運営事業

医療的ケアを要する子どもやその家族が、県内
どこに住んでいても安心して生活ができ、充実し
た医療、福祉、保育、教育等を受けられる環境を
整備するため、医療機関からの在宅移行支援や学
校・保育園・福祉事業所等受入支援等に関する県
内支援機関の相談・支援、医療的ケア児とのその
家族の相談・支援及び情報提供を行うほか、支援
機関の人材育成等を実施し、県内の医療的ケア児
支援体制の充実発展を目指す。
なお、青森県小児在宅支援センターは、「医療

的ケア児及びその家族に対する支援に関する法
律」で示す医療的ケア児支援センターに位置付け
る。

目 的

組織体制

① 相談支援
ア）支援機関への相談支援（間接支援）

・ コーディネーター等の相談支援
・ 支援機関等へ助言・スーパーバイズ
・ 医療機関からの在宅移行支援
・ 学校・保育園・福祉事業所等受入支援
・ 訪問看護ステーションへの実地支援
・ 成人期への移行支援

  イ）家族への相談支援（直接支援）
・ 家族等の相談・支援（電話相談・訪問支援）
・ 医療的ケア児支援の情報提供・情報発信

ウ）市町村訪問支援
 
② 人材育成

小児在宅サポーター勉強会

③ 調査・分析、情報発信
ア）医療的ケア児等事業所等受入状況調査

イ）市町村実態調査

役 割

医師 １名

看護師 3名

事務員 １名

5名青森県立中央病院に委託

（県医療的ケア児等コーディネーター 計3名）



１ 青森県小児在宅支援センター運営事業

支援体制



①相談支援 ア）支援機関への相談支援 イ）家族への相談支援
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①相談支援 ア）支援機関への相談支援 イ）家族への相談支援

医療的ケア有無別
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①相談支援 ア）支援機関への相談支援 イ）家族への相談支援
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①相談支援 ア）支援機関への相談支援 イ）家族への相談支援
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①相談支援 ア）支援機関への相談支援 イ）家族への相談支援
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１）小児在宅サポーター勉強会

回次 開催日時 開催場所 参加人数 研修内容（テーマ、講師等）

1
令和8年5月12日

（火）
19︓00〜

オンライン 188
「医療的ケア児支援法改正に向けて
〜改正案のポイントと最新動向〜」
医療法人財団はるたか会 本部調査室
超党派医療的ケア児者支援議員連盟 事務局長補佐 加藤 千穂 氏

2
令和8年6月23日

（火）
19︓00〜

オンライン 105
「小児の糖尿病」
弘前大学医学部附属病院 小児科
八木 弘子 先生
当事者・家族の方

関係機関等の連携や医療的ケア児支援の知識の習得を目指した医療的ケア児支援に従事する支援者を対象とした研修

②人材育成



１）小児在宅サポーター勉強会
②人材育成



弘前圏域：11月中（日程・会場は調整中）
青森圏域：12月1日(火) 会場：青森新都市病院

2）圏域別研修会
②人材育成



令和8年5月22日(金)
八戸圏域研修会

（八戸市福祉公民館）

2）圏域別研修会
②人材育成



3）その他の研修会
②人材育成



③普及啓発

1）医 療 的 ケ ア が 必 要 な お 子 さ ん と家 族 の た め の
支 援 ガ イ ド ブ ッ ク ー~ 青 森 県 版 ~



③普及啓発

2）インクルーシブ
防災イベント

（令和8年7月31日 青森市）

参加者：203名



③普及啓発

2）インクルーシブ防災イベント
（令和8年7月31日 青森市）



③普及啓発

3）その他のイベント



④その他〜避難訓練実績

野辺地町

平川市
準備中

南部町

青森市
Ｘ２名鶴田町

弘前市
Ｘ２回

大鰐町

（※小児在宅支援センター関与例のみ）



目的
医療的ケア児とその家族が安心して在宅で生活できるよう、小児在宅支援センターと協働のもと、圏域内を調整しコーディ

ネーターを支援する医療的ケア児等圏域アドバイザーを設置し、圏域内の支援体制を整備する。
経験の浅いコーディネーターの支援・助言、圏域協議会への助言、
小児在宅支援センターと協働による圏域調整・地域支援圏域アドバイザーの役割

＜対応内容別＞＜圏域別＞

圏域アドバイザーの支援実績
（令和7年度〜令和8年度7月まで）

④その他〜圏域アドバイザー配置連携強化事業
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要綱の改定

圏域アドバイザーの交代

（アドバイザーの業務）
第４条 アドバイザーは、医療的ケア児等に係る次の業務を行う。
（１）相談支援事業者等（医療的ケア児等コーディネーター養成研修修了者等）の技術の向上に
向けた支援及び助言
（２）相談支援事業者等を対象とした勉強会等の企画
（３）その他、センターと協力して行う各圏域における医療的ケア児等に係る支援体制の整備促進
に向けた企画・調整

東青圏域
成田 豊

相談支援事業所ホットミルク

津軽圏域
三上 千幸

弘前大清水学園

八戸圏域
中里 麻乃

相談支援事業所Faithful

上十三圏域
小泉 美智子

療育・障害者相談センターボイス

西北五圏域
佐藤 尚代

しあわせセンターうるしかわ

下北圏域
福士 英誉

相談支援事業所ぱれっと

④その他〜圏域アドバイザー配置連携強化事業

※令和8年度下半期からは訪問看護師による医療職による圏域アドバイザー配置も準備中



④その他〜在宅移行困難な医療的ケア児

県内医療機関に長期入院中の医療的ケア児に関する調査結果（1）
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④その他〜在宅移行困難な医療的ケア児

県内医療機関に長期入院中の医療的ケア児に関する調査結果（2）
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④その他〜成果と課題

課題：
・圏域会議の未開催圏域の存在
・実働している医療的ケア児等支援コーディネーターの不足
・災害対策関連（個別避難計画、避難訓練、福祉避難所の整備等）
・保育園の新規開拓（県内一部地域）
・医療的ケア児支援法改正への対応（特に成人期移行）

極めて解決困難な課題：
・通学支援
・レスパイト（短期入所）

低年齢・重症例、動ける医療的ケア児の受け入れ先が極めて不足
在宅移行後に養育困難となった場合のセーフティーネットの不在

・在宅移行困難例の存在
社会的養護を要する医療的ケア児が医療機関に長期入院

センター活動からみた県内医療的ケア児支援に関する課題


